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議  長  名 

 

 地方自治法第99条の規定により、下記のとおり意見書を提出します。 

記 

 ばれいしょは、国民の食生活を支えるとともに、本県を含む国内各地の産地

において地域経済を支える重要な役割を担う作物であることから、国内生産の

維持・強化が求められている。 

現在、米国産一般流通用生鮮ばれいしょの輸入解禁に向けた協議が進められ

ているが、病害虫が国内に定着した場合には根絶が極めて困難となり、産地に

重大な被害を及ぼすおそれがあるほか、安価な輸入品との競合の結果、収益性

低下により、離農及び作付面積の減少を招くことが懸念されている。 

我が国の食料安全保障を将来にわたり確保するためには、科学的知見に基づ

き植物防疫上のリスクを十分に分析した上で、輸入解禁について慎重に対応す

るとともに、ばれいしょの国内生産を基本とする安定供給体制の構築を進める

必要がある。 

よって、本県議会は、国会及び政府において、ばれいしょの国内産地の持続

的な発展及び安定供給を確保するため、次の事項について特段の措置を講ずる

よう強く要請する。 

１ 米国産をはじめとする外国産の一般流通用生鮮ばれいしょについて、病害

虫の侵入及びまん延のリスクが払拭されるまで、輸入解禁を行わないこと。 

２ 輸入解禁に係る病害虫リスクの評価及びその管理措置について、内容と科

学的根拠を国民及び生産者に丁寧に説明すること。 

３ 我が国の重要な農業生産地域への病害虫の侵入を未然に防止するため、輸 

 入検疫並びに国内における病害虫の監視・防除体制を強化すること。 

４ 輸入解禁が国内産地の農業経営、地域経済及び我が国の食料安全保障に及

ぼす影響を総合的に検証し、その結果に基づく必要な施策を講ずること。 

５ 国内生産を維持・拡大するため、生産基盤の強化、担い手確保、生産コス

トの低減及び所得確保に必要な支援を拡充すること。 


